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花束甘狩 にせ流をj5ヒ始めてよりZh火薬が噴火するまで･の略榊をZE火時榊 とL.二大でZh姓兼
の堵Aに烹る士での暗棚をZkdL時榊とす

る 而 してとのN者一旬 をBL.=t附 J5
時朋と裾へる この屯格切析l封的及ZE火
1時fVIや知るととはZLI火力抹1域 は摂界屯

謹Ik,)Jtめる上に必車であ り,不戦防止の

見均から五平た8Jjtであるが,武史はIi

はめて少い～J 相 法的産のエ悪t朱芯
管 lJuに就 き℡1身切Bi時間を捻蛎扱オ ▼
ソTtグラフに上りim起した tlJ的単なる
書JaよりJk火吟佃と推定し.共姐より炎

火'JJ乱 取外7E流を井糾して見たが共正

確なる他は彼 J]の粕 に伐たれほならな

しヽ
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tlT-140-V 也マツダブラウン管寸,シ

I,y･77滋tCをJTlひTB束相野のTC埠に電

流を血 じ始めて上り7(牌蛾隙が切断する

に亙るまでの波形と枚kZする 柿71IFEl路

と祝瓜同格の調節は鰍.iT谷下式に上り行

.



'W 火 事!J3甘告 弟 S懲 ボ 4奴

iL･相鉄の壮挙は判 1の如くIt･･ある･

時1M弛性は鼓として 500- 千丈敬収掛 こ上つたが,fl･158-交拙句瀕とも州ひた･

.7己昧可能なる吋Nl抵tgは大凡 lメ10~●-2xlO~̀ 抄である
t比は先づ芯甘抜tI瓜JTJtjJ籍を軽坊して丁/メーターにて誠みとき,禾て仰甘q)塊状と考慮

に入Lt,てとLL,に経る可さ電沈を井出する 串1才ナシFZグラム上りもfB射した

使用屯呆筋骨はt7J及乙祉≠6枚工井fE泉雷管でその横坑は岬娘 1尺付のものIZ:て 】'-'士01
オームである 周防tEE坑t大にしてとけばE3菅の攻抗盤に上る寸沈g!化は隅EAとするに足ら

l⊃
批 古見の1粥は鞘2に示す如く=-ある 5_臭は左側より連行L.鼓初の扶砧がt鵬 の

朋軌 英の速攻するWが洗曲籍肌 ･女の扶簿が切薪と示す 托托XT土書流せ化に比例する )

は免じたるtl沈,Jは屯脚 qi時榊である.(乙軸 p71)
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上記方法に上り測定せる書や抱鼎と表示すれば哉 1及 2となる

我 1 叩穀 0枚怒気雷管の定替切折結納
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不4とl上5本の箕拝に夫々JO分叩モitを題t:でも1本tヰ丑せざることt云JiL.

讃 2 乙社 6加 東雷管のせ捷切断時間
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aE血LI.qEDr
(t繊切■坤m)
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今比の他を〆タフに示せば阿 3となる

41鮎 火 時 間 の 測 定

出火時爪IJを点支癖に測定する並tFが刑はなかったので葡4の如き超['線をJIJひ^;tT管にIiT相野よ
りも大なる屯沈む血 じて AT汀肝のfB恰切断に量る時fWをオ,/.lク●ラフに上り測定し. その

際に B市管が姐硬するや香やの限界を鞍測した 即 1雷管の切断時fU]以帥こZl訂管にZG火

が生じておれば B'llt掛 土甜4f上り選れて埠蟹する昔であり,封火が生じてわたけ川で,屯洗

折掛 こ上って不敬となるであらう 故に B雷管の燦不操の限界からそれのZk火時TtTlが輿-ら

J7rるものと裾-る 斯 くしてrrつた耳金結束はb15に示す如 く'=･ある 升故抱明が映いため正

確な布F土合らたいが滋竣 (葡 ･F･)を以て出火時T:W曲韓の一布と考-るとおは時間 tB値切ホ梼

脚と出火時榊の斐)として 7-12nt且平均 91n当たる伍を終る Zgに本書接は乙牡封 6班駅

雷管.こ放て行った
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5･賓 股 結 果 の 考 察

1】 丑小か火t沈 小屯流ではZk火に比牧丘披 時TLFlを要し柳 失火 とな').止庶LFu･一鎌
に行はJLか.,L名各節官に瀧てのせ替切計時間のばらつきが大となる (宗 1.3ト 1 縫って明

確な虫′J心 火t流と云}･ものは求めBL,メ,去 1及 -l上t,叩itJht',.I土3717m▲l.Z.牡#dr..
は L)BOM.1枚鹿の迷走t謙一こ封 して安全たりと見放さ)こ4才やうし,又*小出火t洗ril1)牡繋

晶ri的 11t)JJIA 乙杜封晶は約 2軸 L)L･1なりと云ふ事 も叫来よう

i.) 60nltl̂ 以上 D電錐に21しては甲,乙甫鉦鼓品とも鵬 いへ朝市tITylを示してわる土叩

牡乱.L'dF)方が稗史い相向が捜められる 電鼓を轟 じたる後tgiが切許される迄の時朋はLlで

舟 ユlllJ叱亡である.

nl 出火Fyifl荊史の7r虫に依 りZE脚 はi'･j9JJl主と推定さLLるから 1rJ.1粗放以上.こは

t御 所は18号に上る以称 こ班折･こ1って鼻されるものと考-られる

)Y) F･り二温む脚 よりZE火時間を3F出し.滋火力班位 K を式 '̂=JII'=上り井出して見

る上衣 3となる.

蓑 3 乙敢製品の出火力故

t .t I mA iSO 570 t伽 770

切JPy同 O JnTI 511 3L3 汲 0 lP.0

鮎火吋rul I mJ -IeJ 2'iLB ]00 10.0

JA火1J叩 '̂JrITlrlI/Ohu 97 79 80 L'g

T.･拙 の仙川 ひて J- ⊥5x謡雲上｡乱順 の艶畑 紺 井すると稚沈 770.050,57{･
JlHl に点 じて淡々 275●,370●,340℃ (但しγニ215g/u"3,e=uOJic'一帖 .t'･L,leo,'J=01×

lol一.ll l.q=(00()niLx77･)cmコとLJ,:)なる伍を得る 出火ノJIA及戦火かのuLがtM 止い
-･故を'-T;して1)ないのはか火時間測定の

不正確に絞るものであるが,枯姓的Iz:共

の見甘/.}けI土胎潤し柑る

､1 水練坤N卜 畦と見赦せば各屯掛 こ
放てのqE牌切脈 争仰の開き (ばらつき)

は肝 3上り井出せられk6が得 られる.

とのばらつきが蚊小の淋妙 寺閉(711rS)上

I)/J､たる屯沈滞分で蛙雷管を直列に二連結

しても9]薪が生する以巾r=JLてが穀火し
てわるから不戦比生 じない そしてb16
上上り)求めた取外のt淡は 620JltA と

たる

R,AIFyJ

-字音7(･Lf̀~ ㌔
畷Ⅷ

1.!.:;軍.!I;ti:.I.:::誓 ･; :'r･,: t 蔓 -'∴ ; A:-:.:
のZb火l*Ⅵと鼓庇の決断時肌とが等しい Fl6,淑火仲川のp-全くばらつ也)

I如く取外t紙の上映と成す坤であるが,斯かる大電誰の甥かこはか大崎Wも亦秘めて堀 く,涌



281 火 策 h t tt 希 3番 ホ ヰk

定が紺地であるため,上鴨 井TE経は決定することを18なかった.

6･捜 括

l) H成せ朱鮒甘 2且に拙さt倫切bi時榊を竜誰の邪推用に亙って洲喧し′,

1り丑小出火fE淡はElltt品的 JOthJJ.I.乙it品約 300HlAでありこの梓舵の逃避t比に封し
て注意を沸ふ3E･葬がある 又乙牡品を確tに滋火するには 6:10日A 以上のt沈む辞し.その

節の世辞切帯時JⅦはt')JOJLt･である.

1LlJ 粁井より求めたる出火盛の唖火山 270-37LICI三輪葡さに過ぎろヤうであるが伽 が桁
外れでは7tvL盟友とたるであらう.

木tJaに甘 り片々神官切たる押肋首を脂はつ/こLJr*t,LIJ本絹A:生及神性J)下さつ/･研永,読
木FF氏にi2!毒の牝 を衣する 相木研究の1書61エロ本柳 bi外書茄12特別垂Ll*Lll車重白樫的
*を以て行はLLたものである串を附記L河合に感謝の費i･炎する. (抵)


